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大地震に備える

令和６年１月１日、石川県で最大震度７を観測した能登
半島地震は、死者２２０人うち災害関連死１３人、安否不
明 者２ ６ 人（ １３ 日 午後 ２ 時時 点石 川 県発 表 ）、 ２ 万２ ０
００人以上の方が避難しており、住宅被害は４０００棟を
越え、道路の寸断で今なお孤立状態にある地区があり、被
災地の多くで電気や水道が復旧できずにいる大災害となっ
ています。
各地で支援の輪が広がっており、長久手市でも市役所や

文化の家等の公共施設で義援金受付を始めたり、ＤＰＡＴ
先遣隊として愛知医科大学病院の医師等３名や尾三消防組
合 （ 長 久 手 消 防 署 他 )の 緊 急 消 防 援 助 隊 が 、 現 地 で 心 の ケ
アや人命救助をはじめとする被災地支援を行ったりしてい
ます。
本校では１０日（水）３限授業中、１１日（木）２５分

休み時間に、シェイクアウト訓練（１次避難まで）を行い
ました。１２日（金）には「２５分休み時間に大地震が起
き、家庭科室から火災が発生した」と言う想定で避難訓練
（２次避難まで）を行いました。担任が近くにいない状態
での訓練でしたが、子どもたちは自分で考えたり、近くに
いた教職員の指示を聞いたりしながら避難行動をとり、校
庭の避難場所へ集合できました。
「災害はいつ起こるか分からない」ことを改めて感じた今
回の大地震。もしものときに教職員や子どもたちが「落ち
着いて適切に命を守る行動」ができるよう、今後も緊張感
をもって避難訓練を行っていきます。


